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運
行
体
系
と
列
車
名
が
決
定
！

　

平
成
27
年
春
を
予
定
す
る
北
陸
新
幹
線

金
沢
開
業
が
あ
と
１
年
あ
ま
り
に
迫
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
、
春
ま
で
に
東
京
か

ら
白
山
総
合
車
両
基
地
ま
で
の
全
区
間
が

レ
ー
ル
で
結
ば
れ
、
夏
ご
ろ
に
は
新
型
車

両
な
ど
が
県
内
を
走
行
し
、
開
業
間
近
を

実
感
で
き
る
年
と
な
り
ま
す
。

　

昨
年
10
月
に
は
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ

西
日
本
が
北
陸
新
幹
線
の
運
行
体
系
の
概

要
と
列
車
名
を
発
表
。
東
京
と
金
沢
を
約

２
時
間
30
分
で
結
ぶ
速
達
タ
イ
プ
は
『
か

が
や
き
』、停
車
駅
の
多
い
停
車
タ
イ
プ
は

『
は
く
た
か
』、金
沢
―
富
山
間
を
約
20
分

で
行
き
来
す
る
シ
ャ
ト
ル
タ
イ
プ
は
『
つ

る
ぎ
』、東
京
―
長
野
間
を
往
復
す
る
現
長

野
新
幹
線
タ
イ
プ
は『
あ
さ
ま
』
に
決
ま

り
ま
し
た
。

　

列
車
名
は
、Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
西
日

本
が
募
集
し
た
応
募
総
数
約
14
万
件
の
中

か
ら
選
ば
れ
た
も
の
。『
か
が
や
き
』
は
未

来
へ
の
希
望
あ
ふ
れ
る
名
前
で
あ
る
と
と

も
に
、
い
ず
れ
も
北
陸
に
な
じ
み
が
あ
る

名
前
で
あ
り
、
金
沢
開
業
に
向
け
た
機
運
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■シリーズ  

県産品のある風景

ころ柿（志賀町）

表紙について

志賀町特産のころ柿は、能登の伝統的
な味覚の一つで、贈答品としても人気
です。志賀町では古くから各家の軒下
に柿をつるして作り、鮮やかなオレンジ
色のカーテンがかかったような光景は、
石川を代表する冬の風物詩。じっくり
と天日で乾燥させ、渋柿を徐々にやわ
らかくし、上品な甘みを引き出していき
ます。ちなみに、志賀町でころ柿に用
いるのは「最勝」という在来種です。こ
の柿の名前のように、いま県民が最

・
も

勝
・
負の行方を気にかけている大相撲・

遠藤関のインタビューは13ページに掲
載しています。ぜひご覧ください。

表紙イラスト制作／丸口洋平（金沢市出身）

 あと
1年

 新幹線
 開業まで
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金沢
新高岡

小松 上田 軽井沢 安中榛名

本庄早稲田
熊谷

佐久平加賀温泉

糸魚川 上越妙高

富山

白山総合
車両基地（仮称）

黒部
宇奈月温泉

東京

飯山

長野

高崎

大宮
上野

上
越
新
幹
線

東
北
新
幹
線

営業区間
平成27年春開業予定区間
平成37年度開業予定区間

　昨年11月には宮城県にあるＪ
Ｒ東日本の新幹線総合車両セン
ターで、北陸新幹線に導入される
新型車両が公開されました。
  「“和”の未来」をデザインコン
セプトに開発された車両は、外観
は日本の伝統的な色使い、内装
にも漆や土壁の色彩が使われる
など“和”の雰囲気が醸し出されて
います。最上級のグランクラスの

デッキの飾り柱には、日本の美し
い四季が表現され、夏を表現し
た飾り柱には石川県の「郷土の
花」である「クロユリ」も描かれて
います。また、全車両で揺れを抑
制する装置の採用や全座席に電
源コンセント、全洋式トイレに洗
浄機能付きの便座を設置するな
ど、乗客への細かな心配りが感
じられる車両となっています。

が
一
層
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

東
京
│
金
沢
間
直
通
列
車（
速
達
タ
イ
プ
）

選
定
理
由
／
輝
く
光
が
ス
ピ
ー
ド
感
と
明
る
く

伸
び
て
い
く
未
来
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
た
め

かがやき
列
車
名

列
車
名

東
京
│
金
沢
間
直
通
列
車（
停
車
タ
イ
プ
）

選
定
理
由
／
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
、
首
都
圏
と
北

陸
を
つ
な
ぐ
列
車
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
た
め

はくたか

富
山
│
金
沢
間
運
転
列
車 （
シ
ャ
ト
ル
タ
イ
プ
）

選
定
理
由
／
か
つ
て
北
陸
と
関
西
を
結
ん
だ
列

車
と
し
て
な
じ
み
深
い
た
め

つるぎ

東
京
│
長
野
間
運
転
列
車 （
現
長
野
新
幹
線
タ
イ
プ
）

選
考
理
由
／
長
野
へ
の
新
幹
線
と
し
て
親
し
み
や

す
く
分
か
り
や
す
い
た
め

あさま新 型 車 両 が お 披 露 目 ！

特  集

北陸 
金沢 
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ト
と
重
な
る
加
賀
藩
前
田
家

の
参
勤
交
代
の
起
点
で
も
あ

り
、
そ
ん
な
日
本
橋
か
ら
金

沢
開
業
を
発
信
し
て
い
き
ま

す
。注

目
集
め
る

東
京
駅
で

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

日
本
橋
周
辺
で
の
Ｐ
Ｒ
に

合
わ
せ
、
昨
年
秋
に
改
修
工

事
が
終
わ
り
、
注
目
が
集
ま

る
東
京
駅
や
そ
の
周
辺
で
の

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
昨
年
10
月
〜
11
月

に
は
、
東
京
駅
構
内
の
「
エ

キ
ュ
ー
ト
東
京
」
で
「
い
し

か
わ
マ
ル
シ
ェ
」
を
開
催
。

県
内
で
人
気
の
和
菓
子
や
洋

菓
子
、
伝
統
工
芸
な
ど
を
販
売
し
た
ほ

か
、
昨
年
10
月
に
は
、東
京
駅
前
の
商

業
施
設
Ｋ 

キ

ッ

テ

 

Ｉ
Ｔ
Ｔ
Ｅ
で
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
金
沢（
Ｏ
Ｅ
Ｋ
）

が
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
、
石
川
の

新
し
い
文
化
を
首
都
圏
に
発
信
し
ま
し

た
。

 

「
い
し
か
わ
マ
ル
シ
ェ
」
や
「
Ｏ
Ｅ

Ｋ
に
よ
る
開
業
Ｐ
Ｒ
コ
ン
サ
ー
ト
」

は
、
今
年
も
「
日
本
橋
・
京
橋
ま
つ

り
」
に
合
わ
せ
て
開
催
す
る
こ
と
に
し

て
お
り
、
ダ
イ
ヤ
概
要
の
発
表
な
ど
開

業
に
向
け
て
注
目
が
高
ま
る
こ
の
時
期

に
集
中
し
て
実
施
し
、
石
川
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

県
内
各
地
の

伝
統
工
芸
を
使
用

　

石
川
の
玄
関
口
と
な
る
新
幹
線
金

沢
駅
舎
の
新
築
工
事
は
、今
年
９
月
の

完
成
を
目
指
し
、
順
調
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
１
階
に
改
札
口
と
駅
事
務

室
、
中
２
階
に
在
来
線
と
の
乗
り
換

え
改
札
口
と
待
合
室
な
ど
が
設
置
さ

れ
、
ホ
ー
ム
階
に
は
長
さ
３
１
２
メ
ー

ト
ル
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
２
面
と
線

路
４
本
の
新
幹
線
ホ
ー
ム
が
整
備
さ

れ
る
予
定
で
す
。

観
光
情
報
セ
ン
タ
ー
の

機
能
強
化

　

新
幹
線
改
札
口
の
正
面
に
位
置
す
る

予
定
の
「
石
川
県
金
沢
観
光
情
報
セ
ン

タ
ー
」
に
つ
い
て
は
、
新
幹
線
開
業
に

伴
い
増
加
す
る
観
光
客
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
、
さ
ら
に
県
内
全
域
へ
と

誘い
ざ
なう
た
め
、
案
内
体
制
の
充
実
は
も
と

よ
り
、
利
用
者
ニ
ー
ズ
の
高

い
手
荷
物
配
送
や
当
日
の
宿

泊
予
約
の
受
け
付
け
と
い
っ

た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

な
ど
の
機
能
強
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
年

３
月
を
め
ど
に
さ
ら
な
る
機

能
強
化
策
を
取
り
ま
と
め
る

予
定
と
し
て
い
ま
す
。

● 問い合わせ

【金沢駅・白山総合車両基地について】
県新幹線・交通対策監室交通政策課
TEL 076（225）1331
【石川県金沢観光情報センターについて】
県首都圏戦略課
TEL 076（225）1543

今
年
10
月
、７
万
人
集
ま
る

日
本
橋
・
京
橋
ま
つ
り
に
参
加

　

県
で
は
、
北
陸
新
幹
線
金
沢
開
業
を

見
据
え
、
首
都
圏
で
の
Ｐ
Ｒ
活
動
に
力

を
注
い
で
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
今
年
10
月
に
東
京
・
日

本
橋
中
央
通
り
で
開
か
れ
る
「
日
本

橋
・
京
橋
ま
つ
り
」
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
Ｐ
Ｒ
活
動
で
す
。
昨
年
10
月
の
ま
つ

り
に
も
能
登
の
キ
リ
コ
が
プ
レ
参
加
し

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
格
的
な
開
業
Ｐ

Ｒ
と
な
る
今
年
は
、
最
大
の
呼
び
も
の

で
あ
る
大
江
戸
活か

っ
き粋
パ
レ
ー
ド
の
中
で

「
い
し
か
わ
百
万
石
大
パ
レ
ー
ド
」

新
幹
線
金
沢
駅
の
準
備
が
着
々

本
物
の
伝
統
工
芸
が
お
出
迎
え

▼ プレ参加した昨年の日本橋・京橋まつりでは能登のキリコを披露

▲ 完成イメージ 

▲ もてなしドームと調和のとれた新幹線金沢駅舎

提供：鉄道・運輸機構
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と
し
て
、
山
代
大
田
楽
や
能
登
の
キ
リ

コ
、
加か

が賀
鳶と

び

は
し
ご
登
り
な
ど
を
披
露

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

石
川
の
ご
当
地
丼
や
特
産
品
の
販
売

ブ
ー
ス
を
出
展
す
る
エ
リ
ア
を
確
保

し
、
石
川
の
食
や
伝
統
工
芸
と
い
っ
た

魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

　

名
だ
た
る
老
舗
が
軒
を
並
べ
る
「
日

本
橋
」
は
、
歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た

石
川
県
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
に
合

い
、
東
海
道
な
ど
五
街
道
の
起
終
点
で

も
あ
り
ま
す
。
北
陸
新
幹
線
の
ル
ー

銀
座
で
生
ま
れ
変
わ
る

 「
総
合
的
な
Ｐ
Ｒ
拠
点
」

　

現
在
、
東
京
・
有
楽
町
に
あ
る
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
が
、
銀
座
2
丁
目

で
、「
総
合
的
な
Ｐ
Ｒ
拠
点
」と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
す
。
加
賀
野
菜
、
能
登

野
菜
な
ど
の
旬
の
生
鮮
品
の
取
り
扱
い

を
始
め
る
ほ
か
、
本
格
的
な
デ
リ
カ

コ
ー
ナ
ー
を
設
け
る
な
ど
、
手
軽
に
石

川
の
味
を
体
験
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
し
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た
伝

統
的
工
芸
品
の
販
売
や
、
観
光
コ
ン

シ
ェ
ル
ジ
ュ
に
よ

る
き
め
細
か
な
観

光
案
内
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
方
法

で
石
川
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
ま

す
。

　

オ
ー
プ
ン
は
今

年
秋
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

 ”石
川
に
き
ま
っ
し
！
“

首
都
圏
で
の

開
業
Ｐ
Ｒ
に
力

　

外
壁
と
屋
根
の
工
事
は
ほ
ぼ
完
成

し
て
お
り
、
金
沢
駅
の
シ
ン
ボ
ル
で

あ
る
東
口
の
も
て
な
し
ド
ー
ム
と
調

和
し
た
ゆ
る
や
か
な
曲
線
を
描
く
屋

根
や
開
放
感
あ
ふ
れ
る
ガ
ラ
ス
壁
と

い
っ
た
印
象
的
な
姿
を
目
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
は
駅
舎
の
内
装
工
事
が
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
石
川
の
”本
物
“の

魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
く
た
め
、
ホ
ー

ム
階
の
柱
上
部
に
金
箔
、
中
２
階
の
壁

面
に
加
賀
友
禅
が
使
用
さ
れ
、
待
合
室

の
壁
面
に
は
、
輪
島
塗
や
九
谷
焼
な
ど

の
県
内
各
地
の
伝
統
的
工
芸
品
が
埋
め

込
ま
れ
る
な
ど
、
金
沢
駅
に
到
着
し
た

観
光
客
の
皆
さ
ま
を
石
川
の
誇
る
伝
統

美
で
出
迎
え
ま
す
。

今
春
、

新
幹
線
車
両
搬
入

　

Ｊ
Ｒ
松
任
駅
か
ら
小
松
方
向
に
約

2
キ
ロ
の
地
点
で
は
、
平
成
26
年
度

内
の
完
成
に
向
け
て
白
山
総
合
車
両

基
地
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

白
山
総
合
車
両
基
地
は
、
新
幹
線
車

両
の
待
機
や
日
常
点
検
の
ほ
か
、
自

動
車
の
車
検
に
あ
た
る
全
般
検
査
な

ど
も
担
う
国
内
４
番
目
の
新
幹
線
総

合
車
両
基
地
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
の
春
ご
ろ
に
は
、
車
両
の
組

み
立
て
な
ど
に
必
要
な
部
分
の
設
備

工
事
が
完
了
し
、
北
陸
新
幹
線
の
新

型
車
両
が
搬
入
さ
れ
る
予
定
で
す
。

● 問い合わせ

【首都圏でのPRについて】
県首都圏戦略課  TEL 076（225）1537
【首都圏アンテナショップについて】
県経営支援課   TEL 076（225）1525

▲整備が進むホーム階

▲ いしかわマルシェ（東京駅構内）に並んだ特産品は来店者から
　 大好評
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 「
い
し
か
わ
新
幹
線
部
」発
足

連
携
生
か
し
多
彩
な
活
動

　

新
幹
線
開
業
効
果
を
県
内
全
域
に

波
及
さ
せ
る
た
め
に
は
、
行
政
や
観

光
な
ど
の
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
広

く
民
間
の
方
々
の
取
り
組
み
が
大
切

で
す
。
そ
こ
で
、
県
内
の
経
済
団
体

の
代
表
者
や
有
識
者
の
方
々
で
構
成

さ
れ
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
21
県
民
推
進
会
議

で
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
本
格
化
し
て
い
ま
す
。  

　

昨
年
７
月
に
開
催
し
た
金
沢
駅

な
ど
の
新
幹
線
工
事
現
場
の
視
察
ツ

ア
ー
で
は
、
定
員
を
大
き
く
上
回
る

応
募
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
県
民
の

皆
さ
ん
か
ら
大
き
な
反
響
を
い
た
だ

き
、
９
月
に
追
加
開
催
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
10
月
に
は
、
地
域
の
魅

力
づ
く
り
や
情
報

発
信
な
ど
に
取
り

組
む
企
業
・
団
体

な
ど
の
中
心
メ
ン

バ
ー
や
個
人
の
51

人
を
メ
ン
バ
ー
と

す
る
「
い
し
か
わ

新
幹
線
部
」
を
結

成
し
ま
し
た
。

　

新
幹
線
部
で
は
今

後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
活
用
し
た
情
報
発
信
な
ど
に
取

り
組
む
と
と
も
に
、
部
員
同
士
が
連

携
し
た
新
た
な
取
り
組
み
に
つ
い
て

も
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
写

真
を
金
沢
開
業
へ
の
想
い
を
込
め
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
と
も
に
発
信
す
る

ウ
ェ
ブ
時
計
「
北
陸
新
幹
線
金
沢
開

業
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
時
計
」の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
配
信
な
ど
も
行
っ
て

い
ま
す
。

小
中
高
校
生
向
け
な
ど

新
幹
線
講
座
を
多
数
実
施

　

一
方
、県
で
も
、幅
広
い
年
齢
層

に
、
開
業
ま
で
の
経
緯
や
開
業
の
効

果
な
ど
新
幹
線
開
業
の
知
識
を
深

め
て
も
ら
い
、意
識
を
高
め
て
も
ら

う
た
め
、こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た

県
政
出
前
講
座
に
加
え
、平
成
25
年

度
よ
り
新
た
に
新
幹
線
講
座
を
、
小

中
高
校
で
計
36
校
（
１
月
現
在
）
、

「
い
し
か
わ
長
寿
大
学
」
な
ど
で
計

7
回
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
「
北
陸
新
幹
線
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
県
政
出
前
講
座
の

開
催
件
数
が
43
件（
1
月
現
在
）と

昨
年
度
１
年
間
の
実
績（
16
件
）の

２
・
７
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
幅
広
い
県
民
の
皆
さ
ん

の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
県
民

一
人
ひ
と
り
の
行
動

の
き
っ
か
け
と
な
る

よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
通
じ
て
県
内
の
開
業
機

運
を
盛
り
上
げ
、
県
民
意
識
を
高
め

る
こ
と
に
よ
り
、
首
都
圏
な
ど
へ
の

情
報
発
信
や
受
け
地
の
魅
力
づ
く
り

な
ど
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

開
業
に
向
け
県
民
の
意
識
を
一
つ
に

● 問い合わせ

県新幹線・交通対策監室開業企画課  TEL 076（225）1319

西
に し か わ

川 圭
け い し

史さん

いしかわ新幹
線部

    部員に聞
く！

県外チームのサポーターを
石川に呼び込みたい

線部
！！

ツエーゲン金沢 
ゼネラルマネージャー

　サッカークラブ「ツエーゲン金沢」では、ホー
ムゲームの会場に新幹線開業を知らせる横断
幕を掲げたり、アウェーチームのサポーターに
新幹線開業PRチラシを配布したりする活動に
取り組んでいます。今後は、ユニークなアイデア
を持った部員が集まるいしかわ新幹線部の皆さ
んと手を取り合い、さらに効果的な情報発信の
方法を探っていきたいと考えています。
　ツエーゲン金沢の目標の一つは、地域経済へ
の貢献です。Jリーグの人気クラブになると、敵
地の試合にも3000人以上のサポーターが足を
運び、宿泊や観光など、経済効果はとても大き
くなります。ツエーゲン金沢も、北陸新幹線を
使って多くのアウェーチームのサポーターが駆
けつけてくれるクラブとなれるよう、強化に取
り組んでいるところです。目標は新幹線開業と
なる平成27年のJ2昇格で、今年は新たに発足す
るJ３というリーグで戦います。皆さん、応援よろ
しくお願いします。

▶（写真上）カウントダ
ウン時計

　（写真下）小学校での
新幹線講座

検検検検検検検検検検検検検検 検検索索索索索索索索索索索索索索索検 索カウントダウン北陸新幹線

▲ （写真上）視察ツアーで実施したレールウォーク
　（写真下）昨年12月の新幹線部キックオフミーティング
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ひゃくまんさん
徹底解剖

石川県北陸新幹線開業PRマスコットキャラクター

昨
年
10
月
の
首
都
圏
で
の

開
業
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
で
デ

ビ
ュ
ー
し
た
石
川
県
の
北
陸

新
幹
線
開
業
Ｐ
Ｒ
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
ひ
ゃ

く
ま
ん
さ
ん
」
。
郷
土
玩
具

「
加
賀
八
幡
起
上
り
」
を
モ

チ
ー
フ
に
、
全
身
に
は
県
内

の
観
光
地
や
特
産
品
な
ど
が

描
か
れ
て
い
ま
す
。
「
ひ
ゃ

く
ま
ん
さ
ん
」
に
は
石
川
の

魅
力
が
ギ
ュ
ッ
と
凝
縮
さ
れ

て
い
る
の
で
す
!!

※時間や場所等が急きょ変更される場合があります。
　あらかじめご了承ください。
※入場を制限しているイベントもありますので、県首
　都圏戦略課までお問い合わせください。

金沢百番街「駅にぎわい感謝祭」
金沢駅でのイベントに参加。金沢百番街のマスコットキャラ
クター「百番さん」とコラボし、県民や観光客にPRしました。

● 問い合わせ

県首都圏戦略課  TEL 076（225）1537

活動レポート

いしかわ動物園「カピバラ湯」オープニングイベント
動物園の冬の風物詩「カピバラ湯」のオープンを祝い、
ひゃくまんさんが登場しました。子どもたちの人気者に。

日本橋・京橋まつり
全国デビューは東京・日本橋での「日本橋・京橋まつり」。
すぐに注目を集め、奈良県のせんとくんとも仲良しに。

 10月
27日（日）

 12月
2日（月）

 12月
7日（土）

ひゃくまんさんの
出演スケジュールは、

で、掲載しています。
ひゃくまんさんに
会いに行ってみませんか。

検検検検検検検検検検検検検検 検検索索索索索索索索索索索索索索索検 索ひゃくまんさん
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サ イ エ ン ス 研 究 を 加 速
 「

健
や
か
な

少
子
高
齢
化
社
会
」へ

　

今
後
、
本
格
化
す
る
少
子
高

齢
化
社
会
を
迎
え
、
医
療
の
質

の
向
上
な
ど
が
ま
す
ま
す
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
北
陸
ラ
イ
フ

サ
イ
エ
ン
ス
ク
ラ
ス
タ
ー
は
、

そ
ん
な
現
代
社
会
の
課
題
を
解

決
し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成

長
と
高
齢
者
の
健
康
で
元
気
な

生
活
を
後
押
し
す
る
こ
と
を
目

標
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、「
が
ん
・
生

活
習
慣
病
」
を
中
心
に
ス
ポ
ッ

ト
を
当
て
、
各
県
が
力
を
合
わ

せ
、
医
薬
品
や
機
能
性
食
品
、

医
療
機
器
の
開
発
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
国
か
ら
支

援
を
受
け
、
研
究
者
や
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど
の
優
れ
た

人
材
を
北
陸
に
集
め
て
い
く
こ

と
に
も
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

　

昨
年
12
月
19
日
に
は
、
谷
本

知
事
を
は
じ
め
研
究
者
、
企
業

の
ト
ッ
プ
な
ど
、
こ
の
事
業
の

関
係
者
が
一
堂
に
会
し
た
キ
ッ

ク
オ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

し
、
出
席
者
の
取
り
組
み
内
容

や
研
究
な
ど
に
つ
い
て
幅
広
く

石川県と富山県、福井県が共同で提案した「北陸ラ
イフサイエンスクラスター」事業が昨年7月、文部科
学省に採択されました。北陸３県の企業や大学、研
究機関などが連携し、医療などの分野で多彩な研究
開発プロジェクトが始動しています。こうした県を越
えた地方発の取り組みに光を当てて、国と連携し世
界につなげていくことは、地域の活性化だけではな
く、国の発展にもつながっていきます。

昨年12月に開かれた北陸ライフサイエンスクラスターキックオフフォーラム

H O K U R I K U   L I F E   S C I E N C E   C L U S T E R

北陸ライフサイエンスクラスター

「がん・生活習慣病」などの分野において、北陸3県で

一体的に取り組んでいきます。

予防・診断・治療に

[ プ ロ ジ ェ ク ト の 概 要 ]
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世 界 最 先 端 の ラ イ フ

情
報
発
信
を
行
い
、
本
格
的
な

ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

各
県
の
強
み
を
生
か
し
た

予
防
・
診
断
・

治
療
技
術
の
深
化

　

石
川
県
で
は
こ
れ
ま
で
、
平

成
16
年
度
か
ら
20
年
度

ま
で
「
石
川
ハ
イ
テ

ク
・
セ
ン
シ
ン
グ
・
ク

ラ
ス
タ
ー
」
、
20
年
度

か
ら
24
年
度
ま
で
富
山

県
と
共
同
で
「
ほ
く
り

く
健
康
創
造
ク
ラ
ス

タ
ー
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
認
知

症
を
診
断
で
き
る
世
界

最
高
性
能
の
脳
磁
計

や
、
世
界
初
と
な
る
、

子
ど
も
の
発
達
障
害

の
早
期
診
断
が
可
能

な
脳
機
能
計
測
装
置

の
開
発
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
成
果
を
上
げ

て
き
ま
し
た
。

　

北
陸
ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
ク
ラ
ス
タ
ー

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り

組
み
の
研
究
成
果
な
ど

を
生
か
し
、
福
井
県

も
新
た
に
参
加
し
て
発
足
し
た

も
の
で
す
。
現
在
、
石
川
で
血

液
検
査
に
よ
り
、
難
し
い
と
さ

れ
る
す
い
臓
が
ん
の
早
期
発
見

が
可
能
な
診
断
技
術
、
富
山
で

天
然
薬
物
を
使
っ
た
予
防
薬
、

福
井
で
放
射
線
を
使
っ
た
最
先

端
の
が
ん
治
療
な
ど
の
研
究
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
動
し
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
、
北
陸
３
県

で
、
予
防
・
診
断
・
治
療
ま
で

一
体
的
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

北
陸
を
医
療
産
業
の
拠
点
と
し

て
い
く
ほ
か
、
県
民
の
皆
さ
ん

の
健
康
増
進
に
も
つ
な
げ
て
い

き
ま
す
。

医療分野などの北陸版成長戦略を国に提言医療分野などの北陸版成長戦略を国に提言

北陸産業競争力協議会
　昨年12月、「北陸産業競争力協議会」の初会合
が金沢市で開かれました。この協議会は、企業の経
営者らがメンバーとなり、首相が議長を務める産業
競争力会議の北陸版であり、石川・富山・福井の各
県知事や経済団体のトップ、大学などの有識者らが
北陸の特色を生かした成長戦略を話し合いました。
　初会合では、今後の成長が見込まれる分野の一
つとして、今回紹介した北陸ライフサイエンスクラス
ターをはじめ、炭素繊維の産地化などに取り組んで
いくことが決定され、3月をめどに国への提言を取
りまとめる予定です。今後、地方にこそ成長の種が

あり、地方の技術に光を当て、世界をにらんで国と
地方で産業力の強化に取り組むことは、北陸地域
の産業の発展だけでなく、わが国全体の発展にも
つながるこ
とから、こ
の協議会を
通じて、これ
を強力に推
進すること
が必要と考
えています。

T o p i c s

▲ 第1回北陸産業競争力協議会

予 防 診 断

予防・診断・治療

富 山
連携

富 山 石 川 福 井

石 川

がん・生活習慣病などの
早期発見・早期治療に向けた研究など

治 療福 井

放射線治療技術など

（世界最速で抗体を作製する技術の確立など） （認知症を診断できる脳磁計の開発など）

予防・診断富 山 石 川

（子どもの発達障害の早期診断が可能な脳機能計測装置の開発など）

● 問い合わせ

県産業政策課  TEL 076（225）1513
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インタビュー
北陸ライフサイエンスクラスター

I n t e r v i e w

福
ふ く い

井 幸
ゆ き ひ ろ

博さん

丹
た ん の

野 博
ひろし

さん

竹
た け う ち

内 正
ま さ よ し

義さん

北陸ライフサイエンスクラスター推進室 
プロジェクトディレクター

北陸を世界的なモデル地域に

血液でがん・生活習慣病を診断

病気になる危険性も察知可能に

㈱ キュービクス（金沢市）代表

金沢医科大学（内灘町）教授

　北陸ライフサイエンスクラスターは、これまで積み重ねて
きた研究成果を皆さんが利用できるようにすることを目的と
しています。そのため、石川の推進室に加え、富山・福井に
も拠点を設置し、私や各コーディネーターが常駐し、研究開
発や知的財産の保護・活用、人材育成プログラムの企画な
ど多岐にわたる活動を通じてプロジェクトを推進します。

　この取り組みを通して、「がん・生活習慣病などの予防・
診断・治療といえば北陸」という構想を実現し、北陸３県
に世界から人材や資源、資金が集まる医療などの分野の研
究開発で世界的なモデル地域を構築したいと考えていま
す。その結果、産業の活性化はもちろん、住民が健康に暮
らせる地域づくりにもつながっていくはずです。

　当社では、現在、胃・大腸・すい臓・
胆
たんどう

道の4種類の消化器がんに対する体の変
化を遺伝子レベルで測定する検査をしてい
ます。これは金沢大学の金子周一教授らの
研究成果を事業化したもので、検査に必
要な血液はわずか2.5ミリリットルだけで
す。検査では、血液細胞内の遺伝子の活動
を一度に調べ、がん特有の変化を見極める
ことで判別します。特に発見が難しいとさ

れるすい臓がんでも、簡単に発見すること
ができます。
　がんと同様に、生活習慣病特有の遺伝子
の活動を突き止めることができれば、この
血液検査で生活習慣病のリスクなどが分か
ります。簡単な血液検査だけで、がんや生
活習慣病を自覚症状のない早期に発見でき
る社会が確実に近づいています。

　新しい生活習慣病の検査方法として、
TAGE（テージ）の研究に力を入れていま
す。TAGEとは、糖尿病に伴う合併症の発
症にかかわるなど、人体に有害な物質で
す。食事などに含まれるタンパク質と糖
が体内で変化した物質の一種で、平成16
年に私が発見したものです。
　これまでに国内外の大学・研究機関と
数多くの共同研究を行い、今後は、健診

などでも用いられるよう、取り組みを進
めています。これにより、健診の結果が
正常値内でも、TAGEを検査することで、
病気になる危険性を察知でき、発症前に
手を打つことが可能になります。また、
がんなどとの関連性も分かっていて、新
たな診断法や治療法の確立のカギとして
も期待しています。

推進室
から

企 業
から

研究者
から

▲ 消化器がん診断キット

▲ TAGEの測定装置

[総合調整機関]（一財）北陸産業活性化センター（金沢市）
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いしかわ動物園だより
ISHIKAWA ZOO Informat ion

愛称が「ヒカル」に決定
コビトカバの“お婿さん”

２
世
誕
生
に
も
期
待

　

世
界
３
大
珍
獣
の
一
つ
で
、
い
し

か
わ
動
物
園
の
人
気
者
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
コ
ビ
ト
カ
バ
で
す
。
動
物

園
で
は
、
平
成
24
年
４
月
か
ら
メ
ス

の
「
ノ
ゾ
ミ
」
を
飼
育
し
、
昨
年
10

月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
動
物
園
か
ら
来

た
オ
ス
の
１
頭
が
新
た
に
仲
間
入
り

し
ま
し
た
。
11
月
に
は
公
募
に
よ
り

オ
ス
の
愛
称
が
「
ヒ
カ
ル
」
に
決

定
。
水
浴
び
を
し
た
り
、
大
き
く
口
を

開
け
て
あ
く
び
を
し
た
り
と
、
愛
ら
し

い
姿
で
来
園
者
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

動
物
園
で
は
、
ヒ
カ
ル
を
ノ
ゾ
ミ

の
”お
婿
さ
ん
“
と
し
て
期
待
し
て

い
ま
す
。
ア
フ
リ
カ
西
部
に
生
息
す

る
コ
ビ
ト
カ
バ
は
絶
滅
が
心
配
さ

れ
る
貴
重
な
動
物
で
、
野
生
で
は

３
０
０
０
頭
ほ
ど
し
か
確
認
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
ト
キ
や
グ
レ
ビ
ー
シ
マ

ウ
マ
と
合
わ
せ
、
希
少
な
種
の
保
存

に
も
力
を
注
ぐ
い
し
か
わ
動
物
園
で

は
、
日
本
海
側
初
の
コ
ビ
ト
カ
バ
の

繁
殖
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

飼
育
す
る
２
頭
は
現
在
、
と
も
に

３
歳
2
カ
月
ほ
ど
。
コ
ビ
ト
カ
バ
が

繁
殖
期
を
迎
え
る
の
は
４
〜
５
歳
ご

ろ
と
言
わ
れ
て
お
り
、
近
い
将
来
、

新
婚
カ
ッ
プ
ル
の
２
世
誕
生
の
う
れ

し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
く
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　コビトカバは、大人になっても体長1.5～
1.75メートル、体重180～275キロほどと、
通常のカバに比べてとても小さいのが特徴
です。ノゾミとヒカルを見分けるポイント
は首の下。ヒカルはこの部分がピンク色に
なっています。また、同じコビトカバで
も、ノゾミはレタス、ヒカルはバナナとリ
ンゴと、大好物もそれぞれ違っているんで
すよ。
　冬場は室内でゆったりとくつろぐこ
とが多く、3月下旬以降は屋外で遊ぶ
日が増えてきます。ぜひ、2頭のいろん
な姿をチェックしに来てください。

世界の動物園で飼
育するコビトカバ
は約330頭。その
中で雄は130頭ほ
どしかいません

ノゾミ
メス

ヒカル
オス

●問い合わせ

いしかわ動物園
能美市徳山町600番地　TEL 0761（51）8500

入園料 一般810円、中学生以下（3歳未満を除く） 400円

休園日　　毎週火曜

開園時間　午前9:00～午後4:30（11～3月）
　　　　　午前9:00～午後5:00（4～10月）

（ホームページ www.ishikawazoo.jp/ ）

高た
か
く
わ桑 

省し
ょ
う

吾ご

さ
ん

い
し
か
わ
動
物
園

飼
育
展
示
課
係
長
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smile 石川のボランティア　

能
美
市
の
げ
ん
き
か
い
で
は
、
メ
ン
バ
ー

17
人
そ
れ
ぞ
れ
の
特
技
を
生
か
し
て
い
ろ

ん
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
え

ば
、
そ
の
一
つ
が
ア
ロ
マ
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
。

毎
月
、
市
内
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
訪
問
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
ア
ロ
マ
の
香
り
と
や
さ
し
い
ハ

ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
、
施
設
の
お
年
寄
り
に

癒
や
し
の
ひ
と
と
き
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

 

「
楽
し
み
に
待
っ
て
い
て
く
れ
る
方
が
た
く
さ

ん
い
る
ん
で
す
よ
」。
代
表
の
西に

し
い井

直な
お
え江

さ
ん

が
こ
う
話
す
よ
う
に
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
は
と
て

も
好
評
で
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
依
頼

さ
れ
て
育
児
中
の
お
母
さ
ん
に
施
す
こ
と
も

あ
る
の
だ
と
か
。

　

ま
た
、
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
買
い
物
や
お

で
か
け
の
介
助
、市
内
で
開
く
高
齢
者
・
障
害

者
対
象
の
運
動
会
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
も
定
期

的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。「
”楽
し
く
な
け
れ
ば

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
は
な
い
“が
げ
ん
き
か
い
の

モ
ッ
ト
ー
で
す
。そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
に
、
た
く

さ
ん
の
楽
し
み
が
あ
り
ま
す
」
と
教
え
て
く
れ

た
西
井
さ
ん
。活
動
中
は
利
用
者
と
メ
ン
バ
ー

の
笑
い
声
が
絶
え
な
い
そ
う
で
、
そ
の
明
る
い

雰
囲
気
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
充
実
ぶ
り
を
物

語
る
何
よ
り
の
証
拠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
に
寄
り
添
い

と
も
に
元
気
に
！

活
動
は
楽
し
く
が
基
本

鉄
道
の
旅
は

思
い
出
を
深
く
す
る

げんきかい
（能美市）

マッサージ中は世間話に花が咲くことも多いそう

多彩な活動に取り組むメンバーの皆さん

　
春
の
訪
れ
ま
で
、も
う
し
ば
ら
く
の
辛
抱
で
す
。と
は
い
え
、例
年
以
上
に
心
が
浮
き
立

つ
の
は
、
や
は
り
北
陸
新
幹
線
開
業
ま
で
あ
と
１
年
と
な
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。新
幹

線
で
石
川
を
訪
れ
る
多
く
の
皆
さ
ん
と
、
そ
れ
を
迎
え
る
県
民
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
や
街
の

に
ぎ
わ
い
が
、今
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
で
す
。

　

今
年
は
、
東
京

－

新
大
阪
間
に
新
幹
線
が
走
っ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
50
年
に
な
り
ま
す
。

当
時
、
私
は
京
都
大
学
の
１
年
生
で
、
所
属
す
る
サ
ー
ク
ル
の
大
学
間
交
流
で
初
め
て
新

幹
線
に
乗
り
、
そ
の
速
さ
に
驚
き
ま
し
た
。友
達
と
貧
乏
旅
行
で
乗
っ
た
夜
行
列
車
や
鈍

行
列
車
も
、忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
す
。

　
社
会
人
に
な
っ
て
、初
任
地
が
長
崎
県
で
し
た
。飛
行
機
は
ま
だ
高
根
の
花
の
時
代
。東

京
か
ら
新
幹
線
で
大
阪
ま
で
行
き
、
実
家
で
1
泊
し
た
後
、
寝
台
列
車
で
長
崎
に
向
か
い

ま
し
た
。見
知
ら
ぬ
土
地
と
仕
事
へ
の
不
安
や
緊
張
で
よ
く
眠
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

２
年
後
、
今
度
は
別
れ
を
惜
し
み
な
が
ら
東
京
ま
で
の
寝
台
列
車
に
乗
り
ま
し
た
。夜

の
車
窓
を
流
れ
る
家
々
の
明
か
り
を
眺
め
て
い
る
と
、職
場
で
知
り
合
っ
た
上
司
や
同

僚
の
顔
が
浮
か
び
胸
に
ジ
ン
と
き
ま
し
た
。鉄
道
は
単
な
る
移
動
の
手
段
で
は
な
い
と

思
い
ま
す
。あ
る
時
は
気
持
ち
を
ワ
ク
ワ
ク
さ
せ
、
あ
る
時
は
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
に
も

し
ま
す
。

　
昨
年
12
月
、北
陸
新
幹
線
に
使
わ
れ
る
最
上
級
車
両
・
グ
ラ
ン
ク
ラ
ス
の
実
物
大
模
型

が
金
沢
駅
で
展
示
さ
れ
、
私
も
体
験
し
て
き
ま
し
た
。石
川
の
伝
統
工
芸
が
持
つ
美
し
さ

が
散
り
ば
め
ら
れ
た
車
両
は
、こ
れ
ま
で
と
は
違
う
上
質
な
和
の
空
間
に
仕
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。こ
れ
に
乗
れ
ば
、北
陸
へ
の
旅
に
期
待
が
き
っ
と
膨
ら
む
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
鉄
道
の
旅
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
り
ま
す
。そ
し
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と

り
の
さ
り
げ
な
い「
お
も
て
な
し
」が
、さ
ら
に
石
川
の
旅
の
思
い
出
を
深
く
し
、石
川
フ

ァ
ン
を
広
げ
ま
す
。心
温
ま
る
場
面
が
増
え
、
外
は
寒
く
て
も
、
春
の
日
だ
ま
り
は
つ
く

れ
ま
す
。

マ サ ジ中は世間話に花が咲くことも多いそう

●問い合わせ

介護ボランティアグループ げんきかい
代表  西井 直江  TEL 0761(58) 6896
（能美市社会福祉協議会　寺井支所）

介護
ボランティア
グループ
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唯
一
の
後
悔
は

左
足
首
の
け
が

　

遠
藤
関
は
、昨
年
３
月
の
初
土
俵

以
来
、
順
調
に
勝
ち
星
を
重
ね
、
７

月
場
所
で
十
両
優
勝
を
成
し
遂
げ

る
と
、史
上
最
速
と
な
る
所
要
３
場

所
で
の
新
入
幕
を
達
成
。東
前
頭
13

枚
目
で
挑
ん
だ
９
月
場
所
も
勝
ち

越
し
を
果
た
し
ま
し
た
。

  「
自
分
自
身
で
も
驚
く
ほ
ど
、目
標

を
早
く
達
成
で
き
ま
し
た
」。
昨
年

１
年
間
を
こ
う
振
り
返
る
遠
藤
関

に
と
っ
て
唯
一
の
後
悔
が
、９
月
場

所
で
負
っ
た
左
足
首
の
け
が
で
し

た
。
ね
ん
ざ
や
剥は
く
り離
骨
折
と
診
断

さ
れ
、一
時
は
足
に
力
が
入
ら
な
い

ほ
ど
の
痛
み
が
あ
っ
た
そ
う
で
す

が
、今
で
は
申
し
合
い
な
ど
の
本
格

的
な
稽け
い
こ古
も
十
分
に
こ
な
せ
る
ま

で
に
回
復
。「
昨
年
の
結
果
に
満
足

せ
ず
、向
上
心
を
忘
れ
ず
に
今
年
は

も
っ
と
頑
張
り
ま
す
」と
、
気
合
い

の
入
っ
た
表
情
で
抱
負
を
語
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

化
粧
ま
わ
し
に

郷
土
の
誇
り

　

遠
藤
関
が
稽
古
に
汗
を
流
す
追

手
風
部
屋
を
構
え
る
の
は
、
同
じ
穴

水
町
出
身
の
追
手
風
親
方
（
元
大
翔

山
）で
す
。親
方
と
の
間
で
は
、ふ
る

さ
と
の
話
題
に
な
る
こ
と
も
多
い

そ
う
で
、「
穴
水
町
は
、の
ど
か
な
場

所
で
落
ち
着
き
ま
す
。
何
よ
り
も
海

産
物
な
ど
の
食
べ
物
が
と
っ
て
も

お
い
し
い
で
す
ね
」
と
笑
顔
で
話
す

遠
藤
関
。

　

土
俵
入
り
の
際
に
付
け
る
化
粧

ま
わ
し
の
一
つ
に
は
、
穴
水
町
を
象

徴
す
る
「
ボ
ラ
待
ち
櫓や
ぐ
ら」
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
郷
土
の
誇
り
と
期
待
を

背
負
い
、
土
俵
に
上
が
る
遠
藤
関
の

活
躍
に
、
こ
れ
か
ら
も
目
が
離
せ
ま

せ
ん
。

Prof ile

平成2（1990）年10月19日生まれ。
穴水町出身。小学1年生で相撲を始め
る。金沢学院東高校卒業後、日本大学
に進学。4年次に全日本相撲選手権大
会と国体で優勝。大学卒業後は追手風
部屋に入門し、平成25年9月場所で新
入幕を果たした。

石
川
県
民
だ
け
で
な
く
、
全
国
の
相
撲
フ
ァ
ン
か
ら
も
大
き
な
注

目
を
集
め
て
い
る
の
が
、
穴
水
町
出
身
の
遠
藤
関
で
す
。
大
相
撲

の
世
界
で
快
進
撃
を
続
け
る
角
界
の
ホ
ー
プ
に
、
１
年
目
の
感
想

や
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。

FILE.04

大相撲力士

遠
え ん

藤
ど う

 聖
し ょ う

大
た

さん
（追手風部屋所属）

史上最速で
新入幕。
向上心を胸に
躍進目指す

激しい稽古に汗を流す遠藤関

「一つのことを楽しみながら一生懸命続けてください。その頑張りが役立つときがきっと来るはずで
す」と、遠藤関は石川の子どもたちにメッセージを送ってくれました

13



SATOYAMA
S A T O U M I

里
山
里
海
だ
よ
り

な　

た　
　
　

う　

ち

釶
打
地
区
（
七
尾
市
）

「地域の住民には当たり前でも、学生にとっては珍しいことも多
く、交流の中で集落の特色を再確認することが数多くあります。
学生たちには社会人となった後も、釶打地区に遊びに来てほし
いですね。そして、釶打米や漬け物など地域の特産を味わっても
らえる関係が築ければと考えています。そのためにも、もっと
もっと釶打地区を魅力ある地域に磨き上げていきたいと
思います」

　

の
と
里
山
海
道
の
横
田
Ｉ
Ｃ
周
辺

の
10
集
落
か
ら
な
る
釶
打
地
区
に
は
、

の
ど
か
な
田
園
風
景
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
昭
和
30
年
代
ま
で
林
業
を
中
心

に
栄
え
た
釶
打
地
区
で
す
が
、
輸
入
材

の
増
加
な
ど
に
よ
っ
て
国
産
材
の
需

要
が
減
っ
た
こ
と
で
若
者
を
中
心
に

集
落
を
離
れ
る
人
が
増
え
、
昭
和
40
年

代
後
半
か
ら
徐
々
に
過
疎
化
が
進
ん

で
い
き
ま
し
た
。
そ
の
現
状
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
地
元
有
志
が
集
ま
っ

て
地
域
づ
く
り
協
議
会
を
設
立
。
平
成

４
年
か
ら
は
「
釶
打
ふ
る
さ
と
づ
く
り

協
議
会
」
と
し
て
、
地
域
振
興
に
知
恵

を
絞
り
、
平
成
24
年
に
は
県
の
先
駆
的

里
山
保
全
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
祭
り
や

農
作
業
を
通
し
た
地
域
外
の
人
た
ち

と
の
交
流
で
す
。
釶
打
地
区
で
は
夏
に

キ
リ
コ
、
秋
に
大
き
な
深
紅
の
枠
旗
を

担
い
で
練
り
歩
く
祭
り
が
あ
り
、
そ
の

際
に
金
沢
大
学
の
学
生
ら
が
訪
れ
、
地

域
住
民
と
一
緒
に
活
動
。
田
植
え
や
稲

刈
り
な
ど
の
米
作
り
に
も
共
に
汗
を

流
し
ま
す
。「
若
い
人
が
来
る
と
、
住
民

も
張
り
切
り
が
い
が
あ
る
み
た
い
で
す

よ
」
と
同
協
議
会
の
唐
川
明
史
会
長
は

笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
、
中
島
菜
や
金き

ん

糸し

瓜う
り

な
ど

を
使
っ
た
加
工
品
を
販
売
し
た
り
、
地

元
産
の
米
を
釶
打
米
と
し
て
ブ
ラ
ン

ド
化
し
た
り
と
、
地
域
資
源
を
生
か
し

た
取
り
組
み
が
活
発
で
す
。

▲ 多くの学生が祭りに参加

里山からの
メッセージ

釶打ふるさとづくり協議会会長     唐
からかわ

川 明
あきふみ

史さん

釶打地区

七尾

能登島
横田

徳田大津JCT
の
と
里
山
海
道

釶打ふるさとづくり協議会
七尾市中島町上畠3の168
TEL 0767（66）0867
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小松市安宅新町丙92番地
TEL0761（23）4811
　
● 開館時間／午前9：00～午後5：00
● 休館日／年末年始（12/29～1/3）
● 入館料／無料
※シミュレーターは有料
   （YS-11Ａ型シミュレーター500円など）

誕
生
か
ら
現
在
ま
で

航
空
機
の
歩
み
に
ふ
れ
る

　

小
松
空
港
の
向
か
い
に
建
つ
県
立
航
空
プ
ラ
ザ
は
、
航

空
機
の
誕
生
か
ら
現
在
ま
で
の
歴
史
や
航
空
宇
宙
技
術
の

発
達
の
過
程
を
、
実
機
や
模
型
、
資
料
か
ら
楽
し
く
学

べ
る
博
物
館
で
す
。
「
知
的
出
会
い
に
あ
ふ
れ
た
ア
メ
ニ

テ
ィ
ー
施
設
で
す
」
。
吉
永
英
明
館
長
が
こ
う
教
え
て
く
れ

た
よ
う
に
、
館
内
に
は
貴
重
な
お
宝
が

目
白
押
し
で
す
。

　

展
示
の
中
心
と
な
る
２
階
ス
ペ
ー
ス

で
、
ま
ず
目
に
飛
び
込
ん
で
く
る
の
が
、

「
日
本
の
航
空
機
の
父
」
と
言
わ
れ
る

二に
の
み
や宮

忠ち
ゅ
う
は
ち

八
が
製
作
し
た
玉
虫
型
人
力
飛

行
器
の
模
型
。
こ
の
飛
行
器
は
残
念
な
が

ら
実
用
化
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
ラ

イ
ト
兄
弟
が
世
界
初
の
人
力
飛
行
に
成
功

す
る
10
年
前
の
明
治
26（
１
８
９
３
）年

に
考
案
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、

技
術
が
大
き
く
飛
躍
し
た
１
９
１
０
〜
45

年
ま
で
の
数
々
の
航
空
機
模
型
も
豊
富

に
展
示
。
精
緻
に
再
現
し
た
模
型
に
、

航
空
フ
ァ
ン
な
ら
ず
と
も
引
き
付
け
ら
れ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
日
本
最
大
級
の

飛
行
機
型
大
型
遊
具
「
飛

ぶ
ぅ
ー
ん
」
を
備
え
た
プ
レ
イ

エ
リ
ア
「
ぶ
ー
ん
ぶ
ん
ワ
ー
ル

ド
」
、
国
産
旅
客
機
「
Ｙ
Ｓ

－
11
Ａ
型
」
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な

ど
も
あ
り
、
子
ど
も
も
大
人
も

夢
中
に
な
れ
る
施
設
と
な
っ
て

い
ま
す
。

石川県立
航空プラザ 小松IC

片山津IC

加賀IC
至福井

交通アクセス

郷土の偉人・東 善作をご存知でしょうか。羽咋
郡南

みなみ

大
お お

海
み

村（かほく市中沼）出身の善作は
昭和5（1930）年、70日間かけてアメ
リカ、ヨーロッパ、アジアの3大陸単独
横断を成し遂げた伝説のパイロットで、
“日本のリンドバーグ”と呼ばれて
います。航空プラザには、彼の行動
力や決断力を紹介するコーナーが
あります。ぜひご覧ください。

３大陸を横断した
日本のリンドバーグ

“ふるさと”お宝キーワード 東
あずま

 善
ぜ ん さ く

作

▼ 雨や雪の日も遊べる「ぶーんぶんワールド」 ▼ 航空機の歴史を紹介する2階スペース

▼ シミュレーターでパイロット気分を体験

県立航空プラザ館長

吉
よ し な が

永英
ひ で あ き

明さん
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石
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.pref.ishikaw
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県政に対する
ご意見・ご提言を
お寄せください

住所・郵便番号・氏名・年齢・職業をご記入の上、
郵便またはファクスでお送りください。
 〒920-8580（住所の記入不要）
 石川県広報広聴室『前略  石川県知事』あて
 TEL  076（225）1362　FAX  076（225）1363

「ふるさと石川」の魅力アップに活用します。
県外在住のご協力者を紹介してください。
●問い合わせ
石川県県民交流課　TEL 076（225）1361
www.pref.ishikawa.lg.jp/kenmin/furusatonouzei/

前略 石川県知事 ふるさと納税

I n f o r m a t i o n

石川県知事選挙

● 問い合わせ

石川県選挙管理委員会
TEL 076（225）1282　FAX 076（225）1287

３月１6日（日）

平成２５年度明るい選挙啓発ポスター
石川県審査　金賞
県立工業高等学校　遠藤   泉さんの作品

ぜひ投票に
足を運んで
  くださいね！

投票
予定日

  当日投票できない方は、2月28日（金）から
（県議会議員補欠選挙は３月８日（土）から）、期日前投票ができます。

※欠員が生じている選挙区では、県議会議員補欠選挙も行われます。

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

ひ
ゃ
く
ま
ん
ご
っ
く
ん


